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消防総務課消防・救急活動力の強化

000003消防・救急活動力の強化
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	PTXTNEEDS: 消防・救急活動力の充実に対する市民の重要度は高く、満足度も高い状況となっている。東日本大震災後から今まで以上に消防に対する期待が大きくなっている。
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